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サイエンスとアートが手を取り合う広報活動：大阪市立自然史博物館「氷

河時代」展ポスターの例

PR activities in a museum cooperated between art and science: An

example of the poster image of the special exhibition “Ice Age” in

Osaka Museum of Natural History
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1. 大阪市立自然史博物館

1. Osaka Museum of Natural History

 
　強力な広報手段を持たない地方の公立博物館による自主企画の特別展では、ポスターイメージが広報の要と

なる。大阪市立自然史博物館2016年夏の特別展「氷河時代－化石でたどる日本の気候変動－」は、マスコミ

から大きく取り上げられることはなかったが、25,000人を超える入場者があり、当館の自主企画の特別展の中

では成功したものとなった。来場者アンケートから、「氷河時代」展の成功には、ポスターイメージの魅力が

要因の一つとなったことが伺われた。 

　「氷河時代」展ポスターの中央には、ナウマンゾウを配置した。日本列島の中・上部更新統からは、ナウマ

ンゾウの化石が多数出土していることから、日本列島の氷河時代を象徴するのはナウマンゾウがふさわしいと

考えたためである。また、ナウマンゾウが43万年前の氷期に日本列島に移入して以来、その後何度も訪れた氷

期・間氷期の繰り返しを生き抜いたことを象徴的に表現するために、背景左側には氷期の山々と森林、右側に

は間氷期の山々と森林を配置した。総務課職員と学芸員からなる広報委員会の中で出されたこの原案をもと

に、デザイナーにデザインを依頼した。ポスターイメージ作成の過程で、ナウマンゾウの復元が正確かどう

か、氷期と間氷期での森林の木々の違いが表現されているかどうか、何度も検討して助言を行った。デザイ

ナーも学芸員の助言に十分に応え、能力を発揮した。結果として、科学的に正確なだけでなく絵画としても魅

力的なポスターイメージが完成し、来場者を増やすことにつながったと考える。市民に博物館に足を運んでも

らうためには、また、サイエンスを市民に広く普及するためには、アートの力が必要であるということを改め

て実感させられた事例として、紹介したい。
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